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１　問題
（１）これからの図画工作科で求められていること
　藤澤（2011）は，「これからの図画工作科では一人
一人の感じ方が尊重され，それぞれの表現意図に合わ
せて，材料や技法を選択し，そこから得られる身体化
された技能を駆使して表現活動に挑み続けることが求
められている」と述べている。図画工作科の学習は，
技術の習得を目指し上手に作品を描いたりつくったり
することではない。図画工作科を学校教育の中で扱う
ことの意味や，授業の在り方を問い直していく必要が
ある。
（２）図画工作科における課題
思考力・判断力・表現力に見られる課題　図画工作科
における「思考力・判断力・表現力等」は，「発想や
構想の能力」と「鑑賞の能力」に主眼が置かれ，自分
の思いを具体的に表現する創造的な力の育成が求めら
れている。平成24年度小学校学習指導要領状況調査及
び，平成25年度ぐんまの子どもの基礎・基本習得状況
調査からは発想や構想の能力については，表したいこ
とを見つけて表すこと，材料などの特徴を基に，豊か
な発想をすることに課題があることが示されている。
鑑賞の能力については，表現の意図や特徴などをとら
えること，複数の造形的な特徴を根拠に説明すること
に課題があると言われている。表現活動の中で，表現
の意図や表し方の工夫を取り上げ，話し合うなどの言
語活動を組み込んでいくことで，これらの鑑賞の能力
を働かせながら，発想や構想の能力を高めていけるよ
うな，表現と鑑賞を関連させた指導の工夫が必要であ
ると考える。
教師の指導に見られる課題　図画工作科の授業では，
キット教材中心の活動や，教師の指示通りにつくる活
動，また，逆に放任的な指導による活動が行われる状
況がある。しかし，発想・構想の手がかりとなる視点
や方法が提示されず，試行錯誤や自己決定の機会も少
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ないこれらの活動では，児童の思考力・判断力・表現
力等が発揮される機会がなくなってしまう。さらに評
価の視点から考えても，制作過程を加味しない成果物
による評価では，児童の思考力・判断力が十分に評定
されるとは言い難い。この点からも授業改善の必要性
が求められる。限られた授業時数の中で，児童の学び
を図画工作の授業の中だけで考えるのでなく，他教科
との関連を図ることで，それぞれの教科の「思考力・
判断力・表現力等」を相補的に育てていくことが必要
である。
（３）目指す児童像
　実践を行なった学級において４月に実施した図工の
授業についての質問紙調査の結果では，「かきたいも
のやつくりたいものをすぐに思いつくことがある」と
回答した児童は少数であり，発想や構想の能力におい
て先に示した各調査と同様の課題が示された。また，
始めにもった発想をさらに深めたり練り上げたりする
経験が少ないという実態も見られた。表現活動の中で
も，特に「絵に表す」活動のときに顕著に見られた。
このことから実践学級においても，表現の始まりと表
現の過程における発想や構想の能力に課題があること
が分かる。さらに，調査結果から鑑賞の経験の不足が
示唆された。
　以上を踏まえ，本研究の目指す児童像を「材料や友
だちとのかかわり合いを通して，表したいことを見つ
け，思いに合った表現を追求していく児童」とした。
（４）本研究の手立て
　目指す児童像を実現するために，本研究では児童の
学習課程に着目し「つくる，みる，振り返る」の循環
システムを取り入れ，機能させるために具体的な手立
てとして以下３点を授業設計に取り入れた。
①鑑賞活動《みる》において題材をつなげる
【既習知識につながる鑑賞―鑑賞題材や他教科との関
わり―】
　表現活動（つくる）に生かせるよう鑑賞題材を年間
指導計画に効果的に配置した（図１）。さらに，教科
の「思考力・判断力・表現力等」を相補的に育ててい
くため，社会科や国語科で学習したことが図画工作科
の学習につながることをねらい，児童にとって意味の
ある学びのつながりが生まれるように，意図的に図画
工作科における題材の配列を組み直した。
②表現・鑑賞活動《つくる⇔みる》において言語活動
をつなげる
【試しの活動の場と鑑賞活動を取り入れた表現活動】
　岩崎ら（2002）は，材料などとふれあう時間が十分
保証されると，得た感覚や感性が現在の知識となり，
発想や構想のもととなると述べている。児童が手にし
た材料も鑑賞の対象とし，材料体験としての試しの活
動を設定した。学習指導要領（文部科学省，2018）で
は，製作途中で自然に起こる児童同士の対話も重要
な言語活動として位置付けている。対話が生まれる環
境設定を意図的に行い，児童に課題や迷いが生まれる
ような必要感を感じる場面では，話し合う観点を明示
し，意見交流の場を取り入れた。この交流の時間を
“チャンスタイム”と名付け，他教科でも取り入れた。
③振り返り活動《振り返る》において思考をつなげる
【図工ノートを取り入れた振り返り活動】
　図工ノートとは，児童が「アイデアカード」「アイ
デアスケッチ」「製作カード」「マイストーリー」を集
積していくためのノートである。「アイデアカード」
「アイデアスケッチ」は，学習を通して感じたり考え
たり興味をもったりしたことを絵や文字でメモするも
のである。「製作カード」は，その学習活動を通して
わかったり楽しかったり学び得たりしたこと，ある
いはアイデアがどのように発展していったかなどを
スケッチや言葉などで書くものである。「マイストー
リー」は，製作の着想や動機，作品の背景にある出来
事を文章にすることで，製作をメタ的な視点で振り返
ることに使用する。これらを集積し，振り返る中で，
図１　図画工作科の題材配列
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経験が知識となるため，児童にとっては思考方法を獲
得し，学びを振り返るための一助とした。児童一人一
人の自己評価は教師にとって児童の進捗状況の把握に
つながるため，これらを教師が振り返ることで授業を
改善することが可能になり，一人一人の学びの保障に
つながっていくと考えた。
２　実践
（１）実践の対象
　本実践は，平成29年度，第６学年１学級37名を対象
に実施した。
（２）図画工作科の題材配列
　Ａ表現「絵に表す」の領域で，「なりきりアーティ
スト」（４・５月）「浮世絵動物園」（６・７月）「物語
から広がる世界～私の中のやまなし～」（10・11月）
の３つの題材で実践を行った（図１）。10月の題材は，
児童にとって校内絵画展に関わる大きな題材である。
この題材を一つの目標として，段階的な指導を考え，
題材を構想し，それぞれに「題材のつながり」「言語
活動のつながり」「思考のつながり」を意識した３つ
の手立てを取り入れた。
（３）実践内容と考察
図画工作科の実践１「なりきりアーティスト」
　美術作品から自分のイメージに合致する表現方法を
取り入れて，自画像に表す活動である。児童が自画像
を描くと「鏡の中の自分を忠実に写す」という表現が
大半を占めるが，それは表現方法の一つである。自画
像にも様々な表現方法があることに気付き，他者の表
現にかかわりながら，そのよさを獲得し，自分の表現
に生かすことをねらいとした。学習活動の流れを表１
に示す。
題材をつなげる　教科書（日本文教出版）の鑑賞題材
「筆あと研究所」との関連を図った（図２）。また，い
くつかのアーティストの自画像を鑑賞し，表現の特徴
を見つけた。
言語活動をつなげる　美術作品の鑑賞では，気付いた
ことを付箋紙に書き，感じたイメージについて意見交
流を行った。美術作品と自画像を融合させて描いたア
イデアスケッチを相互鑑賞し，アドバイスをし合う
“チャンスタイム”を取り入れた。最後は，相互鑑賞会
を行い，自分たちの作品のよさや表し方の違いをカー
ドに記し，交換し合った。
思考をつなげる　「自分らしさ」をどこに取り入れる
か，美術作品のどんな表現を取り入れるかという「な
りきりポイント」を“アイデアカード”に書き込み，表
現活動の際に確認できるようにした。毎時間の振り返
りを製作カードに書き，作品が完成した際はマイス
トーリーを書き，表現活動全体を振り返った。
実践１についての考察
題材をつなげる　本題材では様々なアーティストの自
画像の鑑賞を行なった。その際アーティストが自画像
で何を伝えたいのかを想像させることにより，自分の
自画像もまた，伝えたい思いを乗せられることに気付
けたのではないかと考える。鑑賞する題材としては，
中学校へのつながりを意識し，世界の有名な芸術家の
作品を取り入れた。さらに抽象的な絵画も用意し，写
実に偏らないようにしたことで，デッサン力に乏しい
子も「これなら描けそうだ」と期待感をもって自画像
の製作に取り組めた。また，描画材も絵具に限定しな
かったことで，どんな描画材で表せばアーティストの
画風に近づけるか，児童それぞれがよく考えていた。
さらに，絵をよく見ることで，重色や混色に気付いた
り筆などの道具の使い方を工夫し始めたりする児童が
現われ，材料とかかわることができた（図３）。
言語活動をつなげる　本題材では，自画像を描く際，
鏡を見て自分の顔を観察し，今まで気付かなかった自
図２　なりきりアーティストにおける題材のつながり
表１　実践１「なりきりアーティスト」の学習活動の流れ
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分の特徴を見つけることを目標とした。児童には，め
あてが「上手に描くこと，似るように描くこと」では
なく，「新しい発見をすること・自分の特徴を見つけ
ること」であることを強調した。出来上がった自画像
を，友だちと見合って意見交流を行った（チャンス
タイム）。ユニークな児童の表現には教師が価値付け
し，他の児童が多様性を受け入れられるよう，心がけ
た。結果，「自分は眉毛が特徴的であることに気付い
た」「ほくろがあることを知った」と，改めて自分の
特徴に気付けた児童が多く現れた。
思考をつなげる　アーティストの画風を取り入れる際
は，必ずどこかに「自分らしさ」を入れることを目標
とした。「自分らしさ」を考えるにあたっては，自画
像に取り組んだ際に気付いた「特徴」が「自分らし
さ」となることにつながった。自分の好きな色や好き
なことを自画像に取り入れた児童もいれば，自分の心
情を色や表現を工夫して表した児童もいた。「なりき
りポイント」と「自分らしさ」を児童にゆだね考えさ
せたことで，発想力を働かせながら取り組むことがで
きたのではないかと考える。
本実践における課題　本題材において，オマージュし
たいアーティストの絵が決まらない児童が数名見られ
た。絵が決まらない理由としては，自信がなく不安を
感じている，描きたいと思う絵が決められないという
２つの可能性が考えられた。今後の題材において，こ
のような理由で悩む児童がいることに留意していく必
要があることを確認した。
図画工作科の実践２　「浮世絵動物園」
　自分の空想した生き物を，墨や用具の特徴を生か
し，工夫して水墨画に表す活動である。擬人化や合体
などの動物浮世絵の特徴を取り入れることを条件に，
表現したい生き物を思いつき，水墨画の表現や用具を
活用しながら，表したい生き物のイメージを追求し表
現することをねらいとした。学習活動の流れを表２に
示す。
題材をつなげる　社会科「今に伝わる室町文化」の学
習との関連を図った。児童は教科書（東京書籍）「雪
舟とすみ絵」から，水墨画と水墨画を大成させた雪舟
の働きについて学んだ。
　図画工作科では，教科書の鑑賞題材「教科書美術
館」「味わってみよう和の形」との関連を図り，社会
科の学習を想起するとともに，それらを「美術」とし
てとらえ直せるようにした（図４）。本題材では，教
科書に掲載されている作品だけでなく，伊藤若冲「鳥
獣花木屏風図」と歌川芳虎，歌川国芳，歌川芳員の動
物を中心に描かれた浮世絵を参考作品とした。これら
には，空想上の動物や擬人化された動物が登場してい
るという特徴がある。墨で描くのは，自分で想像した
生き物であるため，鑑賞する作品は，児童が感心をも
ち，発想のきっかけとなるよう，どこか愛嬌のある動
物の絵を用意した。
言語活動をつなげる　地域の水墨画サークルを講師に
招き，水墨画の体験を行った。水墨画の鑑賞を行い，
墨による表現のよさについて話し合った。講師から，
表２　実践２「浮世絵動物園」の学習活動の流れ
図３　「なりきりアーティスト」における児童の作品
図４　「浮世絵動物園」における題材のつながり
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濃中淡の表現技法の効果や水墨画についての説明を聞
いた。講師の演示後，児童は水墨画の参考作品から好
きな絵を選び，模写する活動を行った（図５）。
　試しながら墨の感じを味わうことも鑑賞である。自
分の表したいことに合う表し方を見つけられるよう
に，筆以外にほうきの先を束ねたものや歯ブラシ，網
などを用意し，用具や墨に働きかける時間を充分に確
保した。また，１グループに一枚の大きな障子紙を用
意し，友だちの活動の様子や作品を自然にみることが
できるような場を設定した（図６）。
　空想の生き物を考える際は，動物を描いた浮世絵か
ら，擬人化や合体の特徴を見つけ出し，表したいこと
を見つける際の足がかりとした。“チャンスタイム”を
取り入れ，アイデアスケッチを相互鑑賞し，児童は友
だちのアイデアに刺激を受け，付け加えたり修正した
りする姿が見られた（図７）。
思考をつなげる　図画工作科では，本時のめあては
あっても，児童の活動は複線的になるため，めあても
一人一人異なったものとなる。制作カードには本時
のめあてに則って自分のめあてを書くよう伝えた。例
えば，自分が想像した生き物をいよいよ墨で描く過程
では，「ほうきの先っぽで雑草を表す」「濃中淡を使い
分けて，かわいい動物にする」「濃中淡を使って，迫
力のある動物にする」「動物の毛の感じを考えて書く」
「風のイメージを出してみる」などがめあてに書かれ
ていた。児童それぞれの思いがめあてに表れているこ
とが確認できた。さらに，児童のめあては教師にも分
かるようにしておく必要があると感じた。
　例えば，第６時における本時のめあては，「いろい
ろな用具や方法を使って，自分の思いに合う表し方を
工夫しよう」であった。「自分のイメージに合った」
という言葉を本時のめあてに据えることで，児童は
自分のめあてを考える際に，「私は，どのように表現
したかったのだろうか？」「僕が表したいものはなん
だったのだろうか？」と，自分自身に問いかけること
になる。その上でアイデアカードを見返したり友だち
の作品をみて自分の作品のよさを見つけたりする。表
現の工夫には，自分なりの思いやイメージが不可欠で
あるため，今後の題材でも自分の思いやイメージをい
つでも見返せるよう可視化できるようにしていくこと
を大切であることを確認した。
実践２についての考察
題材をつなげる　社会科で水墨画について学習してい
たため，作品を見せるとすぐに「雪舟だ！」という声
が上がった。外部講師の説明を聞き，水墨画が身近な
ものであることに気付いたようであった。作品を見せ
る際は，先に書写の毛筆の時間に児童が自由に描いた
絵を見せた。これにより，講師の水墨画との違いが明
図６　「浮世絵動物園」における模造紙の配置
図５　「浮世絵動物園」における模写活動
図７　「浮世絵動物園」における“チャンスタイム”
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確に表れ，すぐに濃中淡の墨の使い方に気付くことが
できた。
　鑑賞後，次時では浮世絵の特徴を取り入れて絵に表
すことを伝えたところ，「やりたい」「かいてみたい」
との思いをもった児童も多かった。このような鑑賞は
何を目的に行っているのか，本時の位置づけをしっか
りと児童へ伝えたい。
言語活動をつなげる　グループに大きな一枚の障子紙
を用意したことで，児童は友だちの作品を目にしなが
ら，空いているスペースを見つけて思い思いに水墨画
を楽しむことができたようだった。また，墨がぽとり
と落ちた形や筆以外の道具から，新たな表し方をひら
めいてさらに発想を広げていく姿も見られた（図８）。
思考のつながり　浮世絵の鑑賞の意見を交流し合う場
面では，細かいところまでよくみている児童の発言を
きっかけに，自分でも確認しようと絵をまじまじと見
始める児童の姿も見られた（図９）。一人の気付きを
クラス全体で共有できるように，教師が児童の発言を
つなげていくことを心がけたい。
本題材における課題　本題材では「すぐに思いつい
て，たくさんかけた」と振り返った児童や「“チャン
スタイム”で見た友だちの作品からやり方やヒントを
得て進められた」と答えた児童がおり，用意した参考
作品や試しの活動の時間，“チャンスタイム”が有効で
あったと言えるだろう。その一方で，発想・構想の
過程で行うアイデアスケッチでは，「なかなかアイデ
アがうかばない。自由と言われると，ますますきゅう
くつになる気がする」と振り返った児童がいた。発想
のきっかけや足がかりとなるものが必要であると考え
る。この児童は，模写には意欲的に取り組んでおり，
すでにあるものから発想を広げていく方がとりかかり
やすいようであった。表現の始まりにおける発想・構
想の能力に課題が見られる児童には，思いをもって自
分の表現を追求できるような支援が必要であることを
確認した。
図画工作科の実践３　「物語から広がる世界～私の中
のやまなし～」
　宮沢賢治の「やまなし」の物語を味わい，その情景
を想像し，表現方法を工夫して絵に表す活動である。
図10に本実践の流れを示す。
題材をつなげる　国語科において教科書（光村図書）
に掲載されている「やまなし」（宮沢賢治　著）と同
図10　「物語から広がる世界」の図工科の授業の流れ図９　「浮世絵動物園」における意見の交流
図８　「浮世絵動物園」における発想の広がり
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書における資料「イーハトーヴの夢」（畑山博　著）
の学習との関連を図った（図11）。自分なりに捉えた
物語の世界を朗読で伝える学習を行った。朗読をする
ために，登場人物の心情を想像したり，表現の特徴を
捉えたりして物語全体を深く理解するとともに，自分
なりの解釈をもつことにつなげていった。物語全体の
深い理解は児童の知識となり，また，自分なりの解釈
は児童のイメージとなって，図画工作科での発想や構
想の過程における表し方や構成を考える際に生きてく
ると考えた。国語の学習を通して，「やまなし」の絵
をかくことを予告したり，読んで思い浮かんだ情景や
イメージを話し合ったりし，表したい場面についての
思いをもつことができるようにした。
言語活動をつなげる　毎時間，黒板に単元計画を示
し，鑑賞活動を行う際は何のために行うのかを伝え，
本時の位置づけを明確にした。第１時の参考作品の鑑
賞では，鑑賞の観点別に色分けした付箋紙に考えたこ
とや気付いたことを書いて意見交流をし，心が動いた
場面を表すための画面の構成や色の使い方などの工夫
について全体で共有した（図12）。
　一学期の活動の様子から，材料や用具とのかかわり
の中で発想を広げていく児童が多かったことを受け，
第２・３時では絵具を使っていろいろな技法や用具を
扱う試しの活動（色スケッチ）を取り入れた。物語に
出てくる「やまなし」や「光」「谷川の様子」を，図
鑑や写真などの資料を参考にしながら色スケッチに表
すことで，自分なりに捉えた世界についてのイメージ
を広げた（図13）。その際，技法ごとに活動場所を分
けたり，色スケッチをハンガーに吊して乾燥させたり
と，自然に観賞が生まれる環境設定を行った。第８時
では，自分の表したいイメージに合わせて，色の組み
合わせや表現方法を考える活動（着彩計画）に取り組
んだ。アイデアスケッチと着彩計画は，チャンスタイ
ムで相互鑑賞し，友だちの感じ方に共感するとともに
自分の考え方を確かにし，見方や考え方を広げアイデ
アを深めた。
思考をつなげる　本題材の製作カードは，一学期の制
作カードから発展させ，本時のめあてを受け，児童が
それぞれ自分のめあてを設定し，書き込めるように
した。そしてその自分のめあてについて達成できたか
を振り返った。また，「困っていること・次にしたいこ
と」を書き，それが次回の自らのめあてとなるように
した。児童一人一人が自分なりの目標や評価基準に照
らしての自己評価を行った。作品が完成した際はマイ
ストーリーを書き，自らの表現活動全体を振り返った。
実践３についての考察
　一学期の題材においてなかなか「表したいもの（こ
と）」を決められなかった児童も，難なく決めること
ができた。「表したい場面」を決めた理由として，国
語の「やまなし」の初発の感想でとった「好きな場
面」と同じ場面を挙げた児童が37名中６人，国語の読
解がもととなったと考えられる理由を挙げた児童が14
人であった。関連を図った国語科の学習が着想に影響
を与えていることが分かる。また，「いいにおいのや
まなしをかきたいから」「月光を表現したいから」な
ど，試しの活動がもととなったと考えられる理由を挙
げた児童が10人であった。材料とのかかわりでイメー
ジが膨らみ，発想のきっかけとなったことが分かる。
図13　色スケッチに取り組む児童の様子・ある児童の色ス
ケッチ
図11　「物語から広がる世界」における題材のつながり
図12　「物語から広がる世界」における参考作品の鑑賞
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３　検証
　児童が表したいことを見つけられたか，材料や友だ
ちとのかかわり合いがどのように行われ，思いに合っ
た表現を追求していったか，以下の方法で検証した。
（１）“マイストーリー ”の記述における分析
　マイストーリーの記述内容を３つに分類し、その記
述数を集計した（表３）。10月には、３項目とも上昇
した。文章の量も全体的に増加した。
（２）図画工作科児童質問紙調査の結果
　「図画工作科の学習や授業に関するアンケート」を
実践が始まる前の４月と本稿に記した実践３が終了し
た12月に実施した。発想・構想の力を測るための「図
画工作の授業で，かきたいものや作りたいものをすぐ
に思いつくことがあるか」「図画工作の授業で，自分
でかき方やつくり方を考えたり，表し方を工夫したり
することは好きか」については，４月と12月では12月
の得点が有意に高かった。また，材料との関わりにつ
いての問いである「図画工作の授業でいろいろな材料
や用具を使うことは好きか」，図画工作科におけるコ
ミュニケーションについての問いである「友だちの
表したいことや工夫したことに気付くことがあるか」
「図画工作科の授業で，自分の作品について感じたこ
とや考えたことを話したり書いたりすることが好き
か」の得点も４月より12月では上昇した。
　また，「図工はどんな教科だと思うか，どうして図
工という教科があると思うか」の自由記述では，４月
に見られた「絵や工作を上手にするための教科」「息
抜きの教科」という記述が減り，12月では表５のよう
な記述が増え，図画工作科に対する教科観の変化が見
られた。
（３）抽出児Ａ児の変容
　本実践において抽出児としたＡ児は，４月の段階で
は表現の始まりにおける発想・構想の能力は比較的高
いが，始めに持ったイメージをさらに深めていくこと
が苦手な児童であった。また，技能に不安を感じてお
り，イメージの具現化が難しく，表現の追求に課題が
見られた。
Ａ児の図工に対する意識の変容
　Ａ児は４月に行なった図画工作科に対する意識の調
査において「図画工作科の学習が好きか」の質問に
「どちらかといえば好きではない」と回答していたが，
12月には「好き」と回答した。４月の段階では好きで
はない理由に「思うように絵をかくことができない」
「材料の生かし方や用具の使い方が分からない」「見て
感じたことや思ったことを話し合うことが苦手」を選
択していたが，12月では，好きな理由として「絵のか
き方や作品のつくり方が分かるから」「みんなで一緒
表３　マイストーリーの記述分析
表４　図画工作科の学習や授業に関するアンケート（抜粋）
表５　図工の教科観についての解答例（12月）
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につくったり考えたりすることが楽しいから」を選択
していた。また，表現の始まりにおける発想・構想の
能力に関わる「かきたいものやつくりたいものをすぐ
に思いつくことがあるか」という質問の回答は，４月
の「どちらかといえばある」から12月には「ある」に
変化した。もともと「表したいことを見つける」こと
に関して課題をもっていた児童ではなかったが，より
一層「こうしたい」という思いをもって活動できてい
たことが分かる。
Ａ児のマイストーリーの記述内容の変容
　目指す児童像の３つの観点「表したいことを見つけ
る」「材料とのかかわり」「友だちとのかかわり」か
ら，Ａ児のマイストーリーを検証した。４・５月の題
材では，「表したいこと」や「材料とのかかわり」に
関する記述が１～２つ程度であったが，10・11月の題
材では，「材料とのかかわり」に関する記述は５つに
増え，全体の記述はＡ４用紙２枚以上に及んでいた。
記述の方法についても10月の題材では「～を表現する
ため」「賢治さんがこうに表現したかったのかもしれな
いから」など，表し方の工夫に必ず自分なりの根拠を
記述しており，題材を経る毎に自分の思いに合った表
現を追求する姿勢が高まっていったことがうかがえた。
Ａ児の姿と作品
「なりきりアーティスト」　Ａ児はゴッホの自画像を
オマージュした（図14）。「ゴッホの顔の部分を自分の
顔の特徴を取り入れ，悲しそうな雰囲気を楽しく変え
たい」と明確な「表したいこと」があったが，横向き
の顔や髪の毛の表し方，背景をぬる際の絵具の濃さな
どに関して，難しさや大変さを訴えていた（図15）。
「浮世絵動物園」　アイデアスケッチから完成までＡ
児の発想・構想が変容していったことがうかがえた。
第１・２時の水墨画体験では，鮎を模写した。水墨
画の手本を見ながら，墨の濃中淡の使い分けも習得して
いった。また，ほうきの先で描くことを試した際には，
描いた線から，水しぶきをイメージしていった（図16）。
　動物浮世絵の特徴を取り入れながら，表したい生き
物を想像して，アイデアスケッチをする過程では，鮎
を描いた水墨画体験で自信をもったと考えられ，魚を
選択した。さらに，図鑑で自分のイメージに合う魚を
調べ，ほうきの先で描いた水しぶきから，くじらの潮
吹きを表現することをひらめき，図鑑から選んだ魚と
くじらを合体させてアイデアスケッチを進めた。アイ
デアスケッチの段階では，参考資料から思いついたく
じらに角を描いていた（図17）。Ａ児は，振り返りで
「いろいろなキャラクターに含まれている要素（特徴）
を見つけて工夫したい」と記述していた。図鑑で見つ
けた魚とくじらの合体だけではなく，さらにイメージ
を広げていこうとする姿勢がうかがえる。試しで描い
て自信をもち，本番の和紙に描いて完成となった（図
18）。完成した作品に至るまで，試しの活動や鑑賞で
扱った資料は，Ａ児にとって発想・構想のきっかけと
なったことが分かる。
図16　「浮世絵動物園」でＡ児が水墨画体験で描いた鮎
図15　なりきりアーティストＡ児　活動の様子
図14　「なりきりアーティスト」Ａ児の作品とオマージュし
た絵（包帯をしてパイプをくわえた自画像　ゴッホ）
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「物語から広がる世界～わたしの中のやまなし～」　
Ａ児は表したい場面を「その冷たい水の底までラムネ
のびんの月光がいっぱいにすき通り，天井では，波が
青白い火を燃やしたり消したりしているよう」という
12月の谷川の情景にすぐに決めた。これは，国語科の
学習の時からＡ児が一番好きだと言っていた場面で
あった。その場面を選んだ理由として，「波が青白い
火を燃やしたり消したりしているよう」という描写を
想像したとき，きれいだと感じたからだという。“ア
イデアカード”には，主として表したいものに，「ラム
ネのびんの月光」や「青白い火のような波」と記述し
ていた。国語の学習において，物語に出てくる暗喩や
比喩のたとえを取り上げ，イメージを共有してきた
ことが，Ａ児が自分なりのイメージをもつことにつな
がったのではないかと考えられる。
　試しの活動を通して，ラムネのびんの月光が差し込
んでいる水の色を追求する姿が見られた。
　アイデアスケッチでは，「ラムネのびんのような月
光を水の底まで届かせるようにして輝かせる工夫を考
えた」構図を描いた（図19）。クレヨンやローラ－，
吹き流しやぼかしの技法を使うこと，かには描写せず
にかにの型を作ることを構想している。前時の試しの
活動で描画材や用具を確認したり，表し方の異なる作
品をみたりしたことにより，自分のできそうなことを
見つけ見通しをもてたことがうかがえる。
　下絵（図20）では，「スケッチペンで波と泡がぶつ
かって割れたのが表現できた」と振り返った。着彩計
画では，「波と水面の表し方を考える」という自身の
めあてを立てた。色や表し方が決められずにいたが，
“チャンスタイム”で，友だちに「夏から冬に季節が変
わっているから色を変えたら？」とのアドバイスをも
らうとともに，試しの活動で友だちが取り組んだ色ス
ケッチを参考にすることで，解決したようである。こ
の友だちの季節の変化を指摘したアドバイスも，国語
での「やまなし」の読みが生きているといえる。Ａ児
は，「チャンスタイムで，分からないことが分かった」
と振り返っている。
　技能に不安をもっていたため，「表したいこと」を
明確にもっていても，なかなか具現化できず，イメー
ジを深めていきにくいことがあったＡ児であるが，材
図19　「物語から広がる世界」におけるＡ児のアイディア
スケッチ
図20　「物語から広がる世界」におけるＡ児の着彩計画
図18　「浮世絵動物園」Ａ児の完成作品「くじら魚の潮吹き」
図17　「浮世絵動物園」におけるＡ児のアイディアスケッチ
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料や友だちとかかわる中で，色や構図の表し方を考
え，用具や表し方を選び試しながら自分の表現をＡ児
なりに追求していけたのではないかと思う（図21）。
本研究の手立ては，Ａ児に有効であったことがうかが
える。
４　考察
（１）鑑賞活動《みる》において題材をつなげる【既
習知識につなげる鑑賞―鑑賞題材や他教科との
関わり―】の成果
　同じ題材を他教科でも扱ったことにより，児童の興
味・感心が高まり，「あれでやった○○がこれか！」
と既習の知識として生きたり限られた授業時数の中で
もイメージが膨み，「表したいことを見つける」こと
ができたりした。
（２）表現・鑑賞活動《つくる⇔みる》において言語
活動をつなげる【鑑賞活動を取り入れた表現活
動】の成果
　材料や用具との対話を促すため，材料や表し方を選
んだり試したりする場を設定したことで，児童はいろ
いろな材料や技法体験に意欲的に取り組む姿が見られ
た。自らの表現活動に手応えや見通しをもったり修正
を行ったりし，自分の感覚や判断力に基づいて，表し
たいイメージを具現化する活動を肯定的に受け止める
ことができた。アンケートで迷ったり困ったりしたこ
とがあるという児童が増加したことは，本研究の題材
が児童に試行錯誤の場を与える題材であったことが分
かる。また，相互鑑賞や意見交流の場を設定したこと
で，単なる技術的な巧拙にとらわれず，友だちの意図
や意図を具現化する工夫とを考え合わせてかかわれる
ようになった。“チャンスタイム”の後に，多くの児童
の作品に変化が見られたことは，イメージが練り上げ
られ，発想・構想がさらに深まったと考えられる。
（３）振り返り活動《振り返る》において思考をつな
げる【図工ノートを取り入れた振り返り活動】
の成果
　“マイストーリー ”の記述では，題材を追うごとに
自らの表現活動を俯瞰的に振り返られる児童が増え
た。また，自らのイメージが表現できたことを喜び，
自分の作品を肯定的に評価する児童の記述が見られ
た。アンケートにおいて，自分の作品について感じた
ことや考えたことを話したり書いたりすることが好き
だと回答する児童が増加したことは，“制作カード”や
“マイストーリー ”による振り返り活動を続けてきた
成果であると考える。
（４）課題
　題材をつなげる際は，そのつなげ方（一緒に学ぶの
か，順序性を持たせるのか）について，年度当初に見
通しをもつ必要がある。また，校内で事例を集積し次
の学年でも実践可能か検討も必要であろう。本研究で
は言語活動が表面的になってしまったことに課題が見
られた。児童の中で鑑賞はいつも自然に行われている
ことに留意し，どのように表現に転化して行くのか見
守ることも必要である。さらに，今後は低学年でも振
り返りができるよう，発想の可視化についても考えて
いきたい。
文献
藤澤英昭（2011）図画工作が育む学力　藤澤秀昭・柴田和豊・
佐々木達行・北川智久（共編）図画工作科でつく学力はこれ
だ！―ひと目でわかる指導と実践のポイント―，pp.3-8．開
隆堂出版
群馬県教育委員会（2015）第２回ぐんまの子どもの基礎・基本
習得状況調査（小学校 図画工作）
岩崎由紀夫・西村隆司・達富洋二（2002）表現活動における
「鑑賞の能力」の働きに関する考察　実践学校教育研究　５，
153-163．
国立教育政策研究所（2014）小学校学習指導要領状況調査（図
画工作・美術）（小学校・中学校）https://www.nier.go.jp/
kaihatsu/shido_h24/index.htm（2018／12／１）
図21　「物語から広がる世界」におけるＡ児の完成作品
「かにのあわ吹き」
270 福島裕美・大島みずき・懸川武史
文部科学省（2018）小学校学習指導要領解説図画工作編　東洋
館出版社
【使用教科書】
図画工作科　図画工作科５・６　見つめて広げて　下，平成26
年　日本文教出版
国語科　国語　六　創造　下，平成26年，光村図書
社会科　新編　新しい社会６　上，平成26年，東京書籍
 （ふくしま　ひろみ・おおしま　みずき・かけがわ　たけし）
